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Crown English Communication I, pp. 30–31. 

 

Lesson 3 

A Canoe Is an Island 

 

In 2007, the Hawaiian canoe Hōkūle‘a and another boat Kama 

Hele sailed from Hawaii all the (1)way to Japan.  Uchino Kanako 

was a crew member.  Here’s her story. 

 

－1 

I have always loved the sea.  When I was in 

college, I visited Miyake-jima with a (2)friend of  

mine.  I explored the ocean and fell in love with its 

beauty. (3)Ever since this visit, I have really been 

interested in the sea. 

I knew I had to learn more about the sea, but    

I didn’t know where I could study.  And then I found 

a book about Nainoa Thompson and the Hōkūle‘a.   

I read about how this (4)native Hawaiian learned 

traditional navigation skills from his master Mau 

Piailug of Satawal.  I also learned that the Hōkūle‘a 

successfully sailed from Hawaii to Tahiti in 1976  

by using traditional navigation. 

I became very interested in the ancient skills 

needed to (5)navigate across the ocean.  I made up my 

mind to go to Hawaii, and to take a look at the 

Hōkūle‘a with my own eyes. 
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Lesson 3—Lead 

(1) way1  all the way, p. 2127. 

 

・ way の成句として辞書に記載があるので

調べさせて，頻出する成句としてアステリ

スク（*）がついていることを確かめさせる。 

・ 教科書本文では all the way に場所を表す

to Japan という表現が続いていることか

ら，よく似た空間表現が辞書の用例になっ

ている成句義(1)を参照させ，ここでは「は

るばる日本まで」という意味になることを

理解させる。 

・ さらにの解説や辞書の第 2 用例から，時

間的な表現にも使えることをチェックさ

せるとよい。 

 

Lesson 3—Section 1 

(2) friend  1, p. 768. 

 

・ 意味がわかっているので生徒は辞書を引

こうとしない語だが，スピーキングやライ

ティングに使える情報を確認させたい。辞

書の第 3 用例が教科書本文と同じ a friend 

of mine になっているので参照させ，よく

用いられる表現として太字用例になって

いることをチェックさせる。 

・ 言い換え可能な表現を示す角かっこを使

った部分で，mine の言い換えとして meは

使えないことが×を用いて示されているの

で確かめさせる。 

・ 「私の友達」と表現する場合，本来 a friend 

of mine とすべきところで生徒はしばしば

my friend を使うので，用法をしっかり覚

えさせたい。a friend of mine と my friend

との違いが，語義 1第 3 用例にあるの解

説(1)に説明されているので確認させる。教

科書本文では，文脈から誰とは特定できな

い友人を示しているので a friend of mine

が使われていることに注意させる。 

 

(3) ever   ever since (…), p. 649. 

 
・ since の意味がわかっていれば解釈は可能

だが，ever が「ずっと」という継続性を強

調する役割を果たしていることに注目さ

せる。 

・ ２つの用法指示，副詞的にと前置詞・接

続詞的にのうち，教科書本文は前者の 

「副詞的に(それ以後)ずっと」の方に該

当し，この部分が「この訪問以降ずっと」

という意味になることを確認させる。 
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(4) native 2, p. 1271. 

 
・ 教科書本文が this native Hawaiian と名

詞に先行していることから，形容詞の限定

用法であることを確認させる。 

・ 角かっこを使った用法指示がの前で

となっており，さらによく似た表現が辞書

の用例になっていることから語義2に導く。 

・ 見出し語の横に語源情報が示されている

のでチェックさせる。原義は「生まれなが

らの」と記されていることから，カタカナ

語の「ネイティブ」が持つ「(英語を話す)外

国人」というイメージは，英語の native と

はズレがあることを確認させる。 

 

(5) navigate  1, p. 1273. 

 

・ (4)の native を引けば，辞書の数ページ先

には navigate があるので簡単に調べさせ

ることができる。さらに教科書 30 ページ

冒頭の写真の左上にある引用詩句で使わ

れている名詞 navigator や，前の段落末に

出ている名詞の navigation も，辞書では次

ページに出ているので一緒に確認させた

い。 

 
・ 教科書本文では目的語となる名詞ではな

く前置詞句が続いていることから，自動詞

用法をチェックさせる。ここではカヌーの

話をしていることから語義 1に導く。 

・  語義 2やnavigation の語義 1の用例

を参照させて，いわゆる車の「ナビ」はこ

の語から来ていることを確認させるとよ

い。 
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Crown English Communication I, p. 32. 

 
－2 

After I finished college, I went to Hawaii to  

study ocean ecology at the University of Hawaii. 

I went to see the Hōkūle‘a.  (1)She was back from 

a long voyage.  I began to participate in repairing 

the Hōkūle‘a for the next voyage.  I trained to     

be part of the (2)crew.  I learned about traditional 

navigation and Hawaiian culture. 

In 2007, the Hōkūle‘a was planning a five-  

month voyage from Hawaii to Micronesia, and   

then to Japan.  I felt (3)honored when I was asked to 

be a crew member on the canoe from Micronesia    

to Japan. 
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Lesson 2—Section 2 

(1) she  3, p.1725. 

 

・ 教科書本文の同じ段落の先行する文を参

照させ，そこには代名詞 she が指すことの

できる名詞が Hōkūle‘a しかないことを確

認させる。 

・ 乗り物・機械をさしてという用法指示か

ら語義 3に導く。辞書の用例とそれに続く

の解説から，教科書本文が it ではなく

she を用いているということは，ホクレア

号に愛着を示しているからだということ

をチェックさせる。

 

(2) crew1  1, p. 451.

 
・ 見出し語に続くのロゴから数えられる

名詞であること，さらに集合的に;主に

英では単複両扱いという用法指示から，

主語になった場合には数の一致に気を付

ける必要があることに注意させる。 

・ カヌーの話であることから語義1を調べさ

せ，語義に続くの解説から，どのような

場合に単数扱い・複数扱いになるのか確か

めさせる。 

 

・ 分離複合語は見出し語の項目末尾に，「」

の印に続けて掲載されていることを確認

させる。教科書の次の段落には a crew 

member という表現があるので，分離複合

語の～ member を調べさせる。見出し語

は～を使って省略されていることにも注

意させるとよい。イコール( = )で crewman

と同じ意味であることが示されているの

で，辞書の数行下にある crewman を参照

させる。 

 

・ さらに，crewman の語義の末尾に(男女共

用crew member)と記されていることを

チェックさせる。男女共用というレーベ

ルは，性差別を伴わない表現に付けられて

いることに注意させて，教科書本文の著者

も女性であり，乗組員には男性も女性もい

るので crew member の方がふさわしい表

現であることに触れるのもよい。 

 

(3) honor  1, p. 935. 

 

・ 教科書本文が felt honored と feel＋過去分

詞になっていることから，honor という動

詞が分詞形容詞的に使われていることを

確認させる。 

・ be ～edと過去分詞で用いる形を示した

語義 1に導き，教科書本文では著者が「光

栄に感じた[思った]」と表現していること

を確かめさせる。ここでは when 節が続い

ているが，辞書の第 2 用例のような to 不

定詞が続く形もよく用いられるのでチェ

ックさせるとよい。 

 
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Crown English Communication I, p. 33. 

 

In January 2007, the Hōkūle‘a  

started out.  On the 56th day, we arrived 

at  Satawal  in  Micronesia.  People 

(1)welcomed us warmly.  They carried a 

sign saying, “Welcome to Satawal.” 

Then we headed for Okinawa.  We 

were able to see the Big Dipper.  We 

could also see the Southern Cross. Being 

(2)familiar with the movement of about  

220 stars was just one of the skills which  

we needed.  We also learned to read the movement 

of the waves and (3)changes in wind direction.  We 

were on our way to Okinawa, slowly but steadily. 
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(1) welcome  1, pp. 2136–37. 

 

・ 教科書本文では us という人を表す目的語

が続いているので，他動詞用法を調べさせ

る。他動詞に続く典型的な目的語(選択制

限)についての情報が山形かっこ〈  〉に示

されているので，〈人など〉が目的語となる

と記した語義 1に導く。 

・ 辞書の第 1 用例には，教科書本文と同じ副

詞warmlyが使われているのでチェックさ

せる。よく使われるコロケーションとして

太字用例になっていることにも注意させ

る。 

・ 教科書本文の次行の表現(Welcome to ….)

が(間投詞)の第 1 用例として太字で示さ

れているので確かめさせる。『ウィズダム

英和辞典』は頻度順に語義を記しているの

で，この表現が頻繁に使われることに触れ

るのもよい。また第 2 用例として太字で示

されている Welcome back [home]!も会話

の重要表現として確認させる。 

 

 

(2) familiar 2, p. 687. 

 

・ 教科書本文が前置詞 with を伴っているこ

とをチェックさせる。共に使われる前置詞

などを示した二重かぎかっこでwith

と記されている語義 2, 4, 5を比較させる。 

・ 教科書本文では familiar with the move-

ment と，with 以下に人ではないものが続

いていることから語義 2に導き，ここでは

「(星の)動きに精通している」という意味

になることを理解させる。 

 

(3) change  1, p. 317. 

 

・ 教科書本文では changes が動詞 read の目

的語であり，名詞用法であることを確かめ

させる。 

・ 共に使われる前置詞などを示した二重か

ぎかっこでinと記されている語義 1
に導き，教科書本文が「風の方向の変化」

という意味になることを確認させる。日本

語で「…の」という場合，of 以外の前置詞

もしばしば用いられるので注意させる。辞

書の第１，第 2 用例と用例訳，第 1 用例に

続くの解説から，「…の変化」=「…にお

ける変化」を意味する場合は in を用いる

ことを理解させる。 
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Crown English Communication I, p. 34. 

 
－3 

The crew members who were on the Hōkūle‘a 

were busy.  The most important job was steering  

the canoe.  Three teams took (1)turns.  My team 

worked from 10 a.m. to 2 p.m., and then from 10   

p.m. to 2 a.m.  The team steering the canoe had to 

stay (2)alert all the (3)time. 

One night, the ocean was exceptionally calm.  

The sea was so quiet that you could even see the  
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Lesson 3—Section 3 

(1) turn  take turns, pp. 2042–43. 

 

・ 動詞＋名詞からなる成句は，通常は名詞の

項目で挙げてあることに触れた上で，教科

書本文の take turns の場合は turn が名詞

であることを確認させる。 

・ 複数の品詞を持つ語の場合，成句はそれぞ

れの品詞の語義に続いて出ていることに

注意させる。turn は動詞部分にも多くの成

句があるが，この成句は名詞語義の後に出

ているので調べさせ，「3 つのチームが交代

でおこなった」という意味になることを確

認させる。 

 

(2) alert  1, pp. 51–52.

 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じである

語義 1を参照させ，この部分が「気を抜く

ことなく，警戒[注意]する」という意味にな

ることを確認させる 

 

(3) time  all the time, p. 1987. 

 

・ 成句は構成単語の最も特徴的な語(動詞＋

名詞や前置詞＋名詞なら名詞など)に出て

いることに触れた上で，all the time の場

合も名詞の time の方に出ていることを想

定させてから辞書を調べさせる。 

・ 2 つの成句義のうち，教科書本文は副詞的

に用いられていることを確認させ，接続

詞に という用法指示のある(2)ではなく，

(1)の方をチェックさせる。 
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Crown English Communication I, p. 35. 

 

reflection of the stars.  I was the only one  

on deck, and I felt very peaceful.  I also felt 

very much connected to the great universe.  

I was one tiny person on a tiny canoe.  But 

the (1)fact is that I was part of the whole. 

After leaving Micronesia, we (2)traveled  

a distance of almost 2,000 kilometers.  The 

stars and the sun and the waves guided us.  

As we got near Okinawa, I felt that we   

were one big family.   

It was morning.  “Look!  I can see  

something,” cried one of the crew members.  It was 

an island—Okinawa.  But to me at that moment, it 

was much more than an island.  Land, water, people 

and other life in the (3)middle of this vast ocean.  It 

was truly a miracle. 
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(1) fact  The fact (of the matter) is 
(that) .…, p.679. 

 

・ 教科書本文の the fact is that …の形を確

認させてから fact の成句を探させる。辞書

ではしばしば丸かっこ(  )で省略可能な要

素を示していることに触れ，ここでは of 

the matter のない形であることを確認さ

せる。 

・ 否定・訂正という用法指示や成句義およ

びその前にある補足説明をチェックさせ，

前文で述べていたことを否定する内容が

続くことを確認させる。辞書用例の太字部

分や教科書本文が butと共に使われている

ことに注意させたうえで，ここでは but の

前の文で述べている「私は小さなカヌーに

乗っているひとりの小さな人だった」という

より，それどころか「実際は(海・世界・宇

宙といった)全体の一部であった」と述べて

いることを理解させる。

 

(2) travel  2, p.2022. 

 

・ 教科書本文では a distance of …と名詞が

後続した他動詞用法であることに注意さ

せる。 

・ その動詞と共に用いられる典型的な主語

や目的語の名詞(選択制限)についての情報

が山形かっこ〈  〉に示されているのでチ

ェックさせる。教科書本文の主語は人(we)

であり，目的語は距離(a distance of …)で

あることから語義 2 に導き，ここでは約

2,000 キロの距離を進んだという意味にな

ることを確認させる。

 

(3) middle  1, p. 1211.

 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じである

ことから語義 1をチェックさせて，ここで

は「この広大な海のただ中の，陸地，水，

人々，そしてほかの生き物」という意味に

なることを確認させる。 

・ 語義末尾にあるの解説を参照させて，

center との違いを意識させるとよい 
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Crown English Communication I, p. 38. 

 
－4 

On June 9, 2007, we reached Yokohama,    

the end of our trip.  As I think about the voyage,    

I have a deeper appreciation for our relationship  

with nature. 

Traditional navigation (1)teaches us how to see 

nature.  It also teaches us that nature is providing 

everything we need.  We have to learn how nature 

works in (2)order to receive its gifts. 

The Hawaiians say: “A canoe is an island, and  

an island is a canoe.”  We can also think of our  

 

  



編集用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア (クラウン Lesson 3) 

 - 13 - v.2.04, as of 3 May 2017 

Lesson 3—Section 4 

(1) teach  2, pp. 1931–32. 

 

・ 教科書本文が teaches us how to see na-

ture と「teach＋目的語＋how to do」の形

をとっていることを確かめさせる。 

・ teach A (how) to doという文型表示か

ら語義 2 に導く。丸かっこ(  )は省略可能

な要素を示していることに触れ，教科書本

文のように teaches us to see nature とす

ることもできることに注意させる。 

・ 教科書本文の次の行が teaches us that …

と今度は that 節を従えていることに注意

させ，文型表示teach (A) that節/wh節

(句) to doという語義 3も同時にチェッ

クさせるとよい。基本的な動詞なので

teach=「教える」という意味だけではなく，

発信活動のためにどのような文型が取れ

るのかもしっかりと覚えさせたい。 

 

 

(2) order in order (for A) to do, p. 1357.

 

・ 二重丸括弧で囲ってかたくと示されてい

るので，かたい表現であることに注意させ

る。 

・ 教科書本文が in order to receive its gift と

なっていることから，ここでは「その恵み

を受けるために」という意味になることを

確認させる。 

・ 成句義の中で(→so1 as to do)と参照指

示が出されているので，so1の成句 so as to 

do にあるコラム(p. 1792)を調べさせ

る。 (1)にあるというロゴは，コーパス

から発見された英語使用の実態について

の分析であることを示しているので注意

させ，で示されている to do, in order 

to, so as to do の使用域の違いなどを理解

させる。このコラムには，(1)以外にも多く

の有益な情報が出ているので，適宜参照さ

せるとよい。 
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Crown English Communication I, p. 39. 

 

planet Earth as a canoe in the vast universe.  What 

are we (1)doing with “our canoe”? What do we (2)value?  

Where do we want to go?  What is our role as crew 

members on our canoe?  After the voyage to Japan, 

the Hōkūle‘a set sail to go around the world in 2014 

to (3)raise these questions. 

We are all part of nature.  We can learn to  

work together with nature to make our canoe, our 

earth, a more beautiful and harmonious place for   

all life.  
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(1) do1  do A with B, p. 554. 

 
・ 疑問文・否定文で；A は whatという用

法指示をチェックさせる。教科書本文が

What are we doing with “our canoe”?とな

っており，疑問文のため A にあたる目的語

の what が文頭に置かれていることを理解

させる。 

・ 成句義や辞書の用例訳から教科書本文が

「私たちは『私たちのカヌー』(ここでは前

文にある our planet Earth を canoe に見

立てた表現)をどう扱っているのか?」とい

う意味になることを確認させる。 

 

(2) value  1, p. 2087. 

 

・ 教科書本文が名詞用法ではなく，目的語の

名詞を伴った他動詞用法であることを確

認させる。 

・ のロゴに続き「進行形にしない」と記

されているのをチェックさせ，状態動詞で

あることに注意させる。 

・ 教科書本文が自然と我々人間との関わり

について述べていることから，「(金銭的価

値)を見積もる」という語義 2 ではなく，

「尊重する，重んじる」という語義 1の方

がふさわしいことを確かめさせる。 

 

(3) raise  6, p. 1549. 

 

・ 教科書本文が raise these questionsという

目的語を伴った他動詞用法であることを

確認させる。 

・ その動詞と共に用いられる典型的な目的

語の名詞(選択制限)についての情報が山形

かっこ〈  〉に示されているのでチェック

させる。教科書本文の目的語が questions

であることから語義 6 に導く。raise のよ

うな語義番号が二桁にもなる多義語の場

合，選択制限に注目することで，適切な語

義に素早くたどり着けることを理解させ

る。 

 

 


